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三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
は
、
貿
易
商
で
あ
っ
た
清
田

龍
之
助
［
1
8
8
0
―
1
9
4
3
］
が
建
て
た
洋
館
で
す
。
清
田

が
手
放
し
た
の
ち
、
昭
和
11（
1
9
3
6
）
年
に
山
本
有
三

［
1
8
8
7
―
1
9
7
4
］
が
購
入
し
、
昭
和
21
年
ま
で
家
族
と

共
に
暮
ら
し
ま
し
た
。

有
三
が
三
鷹
に
暮
ら
し
た
約
10
年
間
は
、
作
家
と
し
て

の
円
熟
期
に
あ
た
り
、
代
表
作
と
な
る「
路
傍
の
石
」
や
戯

曲「
米
百
俵
」
を
、
三
鷹
の
邸
宅
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
叢
書『
日
本
少
国
民
文
庫
』
の
編
纂
や「
ふ
り
が

な
廃
止
論
」
の
発
表
な
ど
、
国
語
国
字
問
題
に
も
携
わ
り
、

戦
時
下
に
お
い
て
は
、
本
を
満
足
に
手
に
取
る
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
蔵
書
と
自
邸
の
一
部
を
開

放
し「
ミ
タ
カ
少
国
民
文
庫
」を
開
設
し
ま
し
た
。

有
三
は
、
広
大
な
敷
地
と
邸
宅
を
家
庭
生
活
に
限
定
せ

ず
、
己
の
信
念
を
実
現
す
る
た
め
の
場
と
し
て
活
用
し
ま

し
た
。
戦
後
に
お
い
て
も
、
短
い
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
、

児
童
雑
誌「
銀
河
」
の
編
集
部
や
、「
ミ
タ
カ
国
語
研
究
所
」

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
こ
の
邸
宅
を
種
々
の
活
動
の
拠

点
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
21
年
、
邸
宅
が
接
収
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ

れ
ら
の
活
動
は
一
時
中
断
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　戦

後
、
お
よ
そ
７
年
に
わ
た
り
日
本
は
占
領
下
に
置
か

れ
、
そ
の
間
、
軍
事
施
設
や
不
動
産
の
多
く
は
接
収
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
火
を
免
れ
た
個
人
の
住
宅

も
例
外
で
は
な
く
、
特
に
大
規
模
か
つ
洋
風（
に
改
造
し
得

る
）住
宅
は
、
高
位
の
軍
人
や
軍
関
係
者
と
そ
の
家
族
の
住

居
と
し
て
接
収
さ
れ
ま
し
た
。
候
補
物
件
は
事
前
に
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ひ
と
た
び
調
達
要
求
が
発
出
さ
れ
る
と
、

家
主
は
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
物
件
は「
接
収
住

宅
」（U

.S.H
ouse

）と
呼
ば
れ
、
一
軒
ご
と
に
通
し
番
号
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
ま
し
た
。

自
邸
が
接
収
の
候
補
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た

有
三
は
、
邸
宅
が
国
語
研
究
の
必
須
機
関
で
あ
り
移
設
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
陳
情
し
た
ほ
か
、
横
浜
の
接
収
担
当

者
の
家
へ
妻
と
娘
を
嘆
願
に
赴
む
か
せ
る
な
ど
、
接
収

を
免
れ
よ
う
と
万
策
を
尽
し
て
い
ま
す
。
が
、
ほ
か
に
代

わ
る
家
が
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
退
け
ら
れ
、
邸
宅
は

「U
.S.H

ouse N
o.843

」
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
・
ド
レ
イ

ク
＊
所
属
の
高
官
の
住
居
と
な
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
有
三
は
適
当
な
転
居
先
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
50

日
ほ
ど
の
間
借
り
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

一
方
で
、
邸
宅
が
接
収
さ
れ
た
後
の
有
三
は
、
昭
和
22
年

に
参
議
院
議
員
選
挙
へ
立
候
補
し
、
見
事
当
選
を
果
た
す

と
、
６
年
間
の
任
期
を
勤
め
上
げ
る
間
に
文
化
委
員
長
・

文
部
委
員
長
を
歴
任
し
、
国
立
国
語
研
究
所
の
設
立
や
祝

日
法
、
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
携
わ
る
な
ど
、
八は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ

面
六
臂

の
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。

自
邸
の
接
収
は
、
有
三
に
と
っ
て
、
活
動
へ
の
意
気
込
み

を
挫
く
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
敗
戦

後
の
日
本
に
対
す
る
危
機
意
識
を
よ
り
一
層
強
め
、
一
日

も
早
い
復
興
へ
と
駆
り
立
て
る
原
動
力
と
な
る
出
来
事
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
26
年
、
接
収
の
解
除
に
よ
っ
て
邸
宅
は
返
還
さ
れ

ま
し
た
が
、
壁
を
ペ
ン
キ
で
塗
ら
れ
る
な
ど
の
意
に
添
わ

ぬ
使
い
方
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
有
三
が
ふ
た
た
び

こ
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
こ
の
邸
宅
へ
の
思
い
入
れ
は
深
く
、
青
少
年
の

育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
昭
和
31
年

に
土
地
と
建
物
を
東
京
都
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。　

接
収
と
い
う
出
来
事
に
よ
っ
て
建
物
の
歴
史
は
大
き
く

変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
旧
山
本
有
三
邸
は
、
変
遷

を
遂
げ
な
が
ら
も
有
三
の
想
い
を
受
け
継
い
だ
施
設
と
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

＊
…‌�

埼
玉
県
の
和
光
市
・
朝
霞
市
・
新
座
市
、
東
京
練
馬
区
に
ま
た
が

る
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
８
軍
団
隷
下
部
隊
や
第
一
期
兵
団
が
駐
屯
し

て
い
た
基
地
の
名
称
。

　

�

（
文
芸
企
画
員
・
学
芸
員　

三
浦
穂
高
）

第 ２ ４ 号
2022 年 3月

開館時間：午前９時 30 分～午後５時
入 館  料：‌�300 円（20 名以上の団体 200 円）�  

・‌�中学生以下、障害者手帳持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と引率教諭、
「東京・ミュージアムぐるっとパス 2022」利用者は無料�  

※受付にて「年間パスポート（1,000 円）」を販売しております。

アクセス：‌�JR 中央線「三鷹駅」南口より徒歩 12 分、�  
JR 中央線・京王井の頭線「吉祥寺駅」南口（公園口）より徒歩 20 分

《ガイドボランティア》 
土・日・祝日の午後1時から4時まで解説を行っています。事前申込は不要ですので、お気軽に声をおかけください。
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、休止している場合がございます。

高橋ひろしさん （文学座）

写真左：工藤さん、森下さん　写真右上段：藍原さん　下段：ヒルさん、葛巻さん

事業報告

おはなし会

第17回 秋の朗読会

　山本有三記念館では、三鷹市立図書館を中心に活動されてい
るボランティアグループ、おはなしあずきの会のみなさまにご協力
いただき、夏季を除く毎月、未就学児から小学１年生程度のお子
さんを対象に、読み聞かせやパネルシアターを楽しむおはなし会
を開催しています。10月9日(土)の第33回おはなし会では、リス
やまつぼっくりの登場する秋らしいおはなしが披露されました。

　11月3日の「文化の日」は、山本有三が参議院議員として制定
に携わった祝日であり、また昭和40年に山本有三が第25回文
化勲章を受章した日でもあります。有三とゆかりの深いこの日、
記念館では毎年山本有三作品に親しむ朗読会を開催しています。
今年度の朗読会では、文学座俳優の高橋ひろしさんに「路傍の
石」(抜粋)を読んでいただきました。吾一が鉄橋にぶら下がる名
シーンや、次野先生から薫陶を受ける場面を熱演され、「場面を
想像しやすかった」「読むのとは違った世界に引き込まれた」といっ
た感想が寄せられました。

アフタヌーン・ミニコンサート

　今年度は3回にわたり、アフタヌーン・ミニコンサートを開催しま
した。7月24日(土)には、みたかジュニア・オーケストラより、葛巻
藍子さん、ヒル・アラーニ馨さん、工藤洸大さん、森下玲さんに、8
月29日（日）には、ヴィオラ・ダ・ガンバ奏者の藍原ゆきさんに、12
月25日（土）には7月と同じく葛巻さん、ヒルさんに、クラシックの
名曲の数々を演奏していただきました。いずれの回も、趣きのある
空間で音楽に耳をかたむける素敵なひとときとなりました。
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る
と
い
う
京
都
の
事
例
が
あ
る
が
、
山
本
邸
の
場
合
、
す
で
に

便
所
も
風
呂
も
洋
式
で
あ
り
、
そ
の
必
要
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ち
な
み
に
返
還
後
の
昭
和
31
年
に「
有
三
青
少
年
文

庫
」に
転
用
さ
れ
た
際
に
、
１
階
の
食
堂
と
応
接
間
と
の
間
の

壁
が
取
り
払
わ
れ
、
大
き
な
１
部
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
た
昭
和
26

年
の
返
還
後
の
図
面
を
み
る
と
、
ま
だ
こ
の
壁
が
図
面
上
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。
接
収
中
に
改
造
箇
所
は
、
所
有
者
へ
の
返

還
時
に
原
状
回
復
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
壁
が
接

収
中
に
一
度
取
り
払
わ
れ
て
返
還
後
に
修
復
さ
れ
た
可
能
性

も
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
証
言
も
な
く
、
返
還
後
に
変

更
が
行
わ
れ
た
と
理
解
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
便
所
・
風
呂
・
台
所
等
の
設
備

：

こ
れ
も
証
言
が
な
い

の
だ
が
、
便
器
、
風
呂
、
厨
房
設
備
な
ど
は
入
れ
替
え
ら
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
特
に
シ
ャ
ワ
ー
の
新
設
は
見

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
ボ
イ
ラ
ー
な
ど

の
給
湯
関
係
設
備
も
増
設
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
だ
ろ
う
。

④
電
気
設
備

：

多
く
の
事
例
で
電
力
容
量（
ア
ン
ペ
ア
数
）

を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
お
り
、
山
本
邸
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
特
に
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
す
る
こ
と（
1
0
0

ワ
ッ
ト
の
電
球
に
対
応
さ
せ
る
）
へ
の
対
応
も
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

⑤
外
壁
・
外
構
部

：

外
壁
の
塗
装
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る

例
も
あ
る
が
、
山
本
邸
の
場
合
は
不
明
で
あ
る
。
返
還
時
に
作

成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
英
語
表
記
の
略
図
に
は
、
建
物
の
北

側
道
路
に
面
し
て
開
放
的
な
芝
生
の
庭
と
な
っ
て
い
た
よ
う

に
読
み
取
れ
る
。
芝
生
の
庭
が
当
初
か
ら
の
も
の
な
の
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
米
国
の
郊
外
住
宅
の
よ
う
な
空
間
構
成
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
図
に
は
給
水
塔
や
ポ
ン
プ

室
、
ガ
レ
ー
ジ
の
ほ
か
、
三
つ
の
物
置
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

記
念
館
に
は
、
ま
た
山
本
家
と
特
別
調
達
庁
と
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。
①「
物
件
賃
貸
借
契
約

書
」（
昭
和
23
年
10
月
9
日
）、
接
収
解
除
に
な
っ
た
際
の
②

「
使
用
解
除
財
産
返
還
通
知
書
」（
昭
和
26
年
12
月
25
日
）
③

「
調
達
解
除
書
」（
昭
和
27
年
１
月
22
日
）
④「
返
還
財
産
引
渡

調
書
」（
昭
和
28
年
9
月
2
日
）
の
４
点
で
、
重
要
な
の
は
、
住

宅
内
に
置
い
た
ま
ま
の
家
具
類
が
細
か
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
①
で
は
そ
の
評
価
額
が
、
そ
し
て
返
還
後
の
④
で
は
①
で

あ
げ
た
家
具
類
の
破
損
率
と
破
損
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
昭
和
18
年
の「
山
葉
竪
型
ピ
ア
ノ
」
の
破
損
率
は
60

パ
ー
セ
ン
ト
で
、〈
異
動
に
つ
い
て
の
明
細
〉に
は「
琴
線
及
び

キ
イ
破
損
、
音
律
不
調
、
脚
台
ラ
シ
ャ
紛
失
」
と
あ
る
。
品
目

に
よ
っ
て
は
紛
失
し
て
お
り
、
子
供
用
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
類
な

ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
現
在
記
念
館
の
展
示
室
内
に
残
さ
れ
て

い
る
家
具
と
同
一
と

思
わ
れ
る
品
目
が

リ
ス
ト
に
あ
り
、
一

階
も
と
食
堂
に
あ

る「
飾
り
戸
棚
」
と

二
階
に
あ
る「
袖
斗

テ
ー
ブ
ル
」で
あ
る
。

ピ
ア
ノ
・
家
具
な

ど
の
家
財
道
具
が
ど

の
よ
う
な
手
続
き
で

接
収
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
返
還
さ
れ

て
行
っ
た
の
か
を
詳

ら
か
に
考
え
ら
れ
る

資
料
で
あ
る
。

3
．
都
市
史
と
接
収
住
宅

山
本
有
三
邸
が
建
て
ら
れ
た
大
正
15（
1
9
2
6
）
年
の
東

京
は
、
大
正
12
年
の
震
災
後
で
、
建
築
の
潮
流
は
モ
ダ
ン
ス
タ

イ
ル
に
向
か
い
、
古
く
か
ら
の
お
屋
敷
街
や
震
災
後
に
分
譲

さ
れ
た
住
宅
地
に
洋
風
の
住
宅
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

接
収
の
対
象
に
は
こ
う
し
た
昭
和
初
期
の
洋
風
住
宅
が
多

か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（
佐
藤 

2
0
0
6
）。
接
収
住
宅
の

中
で
も
山
本
邸
は
完
成
度
の
高
い
洋
風
の
住
宅
で
あ
り
、
抜

本
的
な
改
造
は
な
さ
れ
ず
、
原
型
に
か
な
り
近
い
形
で
使
わ

れ
た
事
例
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

占
領
期
の
接
収
は
、
あ
る
一
時
期
に
起
こ
っ
た
特
異
な
現
象

で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
料
の
発
掘
も
ま
だ
ま
だ
で
あ

る
し
、
詳
細
は
不
明
な
点
ば
か
り
で
、
研
究
は
途
上
で
あ
る
。

家
族
史
、
住
宅
史
、
建
築
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
か
ら
立
体
的
に
検
討
す
る
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
。

〈
ソ
ー
ス
情
報
〉

山
本 

有
三
．〝
ミ
タ
カ
の
思
い
出
〟．
三
鷹
市
報 1965. 11.3

永
野 

朋
子
．
い
い
も
の
を
少
し

：

父
山
本
有
三
の
事
ど
も
，
永
野
朋

子
，1998.3.

三
浦 

凉
， 

片
山 

里
奈
， 

佐
藤 

洋
一
．
東
京
都
区
部
の
G
H
Q
接
収

住
宅
に
関
す
る
研
究

：

そ
の
3 

田
園
調
布
地
区
に
お
け
る
接
収
住

宅
．
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研
究
報
告
集（
都
市
計
画
，
計
画
系
） 

1998.433
-436

佐
藤 

洋
一
．
図
説　

占
領
下
の
東
京
．
河
出
書
房
新
社
．2006

大
場 

修
．〝
京
都
の
占
領
と
接
収
〟．
占
領
下
日
本
の
地
方
都
市 

接
収

さ
れ
た
住
宅
．
建
築
と
都
市
空
間
．
思
文
閣
出
版
．2021, p.241

-
290本

橋 

仁
．〝
ナ
ン
バ
ー
「
C
―
17
」の
家
を
探
し
に
〟．戦
後
京
都
の「
色
」

は
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
！ 

カ
ラ
ー
写
真
が
描
く〈
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
〉と
そ
の
後
．
京
都
文
化
博
物
館
．2021. 9‌0

- 9‌1

写
真
１　

‌�

和
室
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
、
土
足
で
上
が
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
J
・
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ド
家
関

係
写
真
よ
り1950

- 52 

京
都
．
衣
川
太
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
原
版
は
カ
ラ
ー
。）

写
真
2　

‌�

返
還
財
産
引
渡
調
書1953.9.2

山
本
有
三
邸
は
大
正
15（
1
9
2
6
）
年
築
の
洋
館
で
あ
る

が
、
占
領
初
期
の
昭
和
21（
1
9
4
6
）
年
に
、
占
領
軍
関
係

者
の
住
居
と
し
て
接
収
さ
れ
た
。
住
宅
の
接
収
は
日
本
各
地

で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
事
例
と
実
態
が
詳
し
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
接
収
は
敗
戦
の
証

し
で
あ
り
、
住
ま
い
を
接
収
さ
れ
た
当
事
者
に
と
っ
て
は
負

の
記
憶
だ
。
当
事
者
と
し
て
、
ま
た
社
会
的
に
も
負
の
記
憶
を

封
印
す
る
気
持
ち
は
ご
く
自
然
な
も
の
で
、
事
実
が
明
か
さ

れ
る
の
に
は
長
い
時
間
を
要
す
る
の
だ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
有
す
る
接
収
住
宅
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。

1
．
家
族
史
と
接
収
住
宅

山
本
有
三
一
家
は
接
収
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

住
宅
の
接
収
は
、
敗
戦
と
い
う
事
実
が
背
後

に
あ
る
に
せ
よ
、
個
人
と
し
て
は
突
然
襲
い

か
か
っ
た
災
難
で
あ
り
、
山
本
も「
も
し
、
家

が
接
収
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
私
も
市
民
と
し

て
三
鷹
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」（
山
本 

1
9
6
5
）と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
創
作
活
動

や
家
族
の
生
活
に
も
大
き
な
方
向
転
換
を
強
い

た
。
住
宅
の
接
収
と
は
、
こ
の
災
難
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
対
応
し
た
の
か
と
い
う
当
事
者

の
家
族
史
と
し
て
ま
ず
現
れ
る
。

山
本
の
娘
で
あ
る
永
野
朋
子
は
手
記
の
中
で
、

接
収
が
決
ま
っ
た
後
の
光
景
を
こ
う
書
き
残
し

て
い
る
。「
と
う
と
う
接
収
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
朝
霞
の
騎
兵
隊
長
の
家
に
な
る
と
い
う
話

だ
っ
た
。
当
時
は
洋
館
は
珍
し
か
っ
た
上
に
、
水

洗
ト
イ
レ
の
設
備
の
あ
る
家
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
間
組
が
改
修
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
進

駐
軍
の
若
い
将
校
が
靴
の
ま
ま
上
が
り
込
ん
で
来
て
、
一
部

屋
一
部
屋
改
装
の
指
図
を
し
て
回
る
の
を
、
悔
し
い
思
い
で

見
守
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」（
永
野　

1
9
9
8
）

接
収
と
は「
権
力
機
関
が
そ
の
必
要
上
、
強
制
的
に
人
民
の

所
有
物
を
収
受
す
る
こ
と
」（
広
辞
苑　

第
七
版
）
で
あ
る
が
、

接
収
住
宅
と
は
、
接
収
さ
れ
、
他
者
に
提
供
さ
れ
、
他
者
が
住

ま
う
住
宅
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
の
住
ま
い
手
は
占
領
軍
関
係
者
で
あ
る
が
、
所
有
者
は

直
接
そ
の
住
ま
い
手
本
人
と
の
間
に
契
約
を
結
ぶ
訳
で
は
な

く
、
の
ち
ほ
ど
資
料
を
紹
介
す
る
通
り
、
日
本
政
府
と
の
貸
借

関
係
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
後
に
は
占
領
軍
と
い
う
接

収
を
行
使
す
る
権
力
の
源
泉
が
あ
る
。
山
本
も「
憲
法
の
口
語

化
に
尽
力
し
た
り
、
文
部
省
の
国

語
審
議
会
委
員
・
貴
族
院
の
勅
選

議
員
と
し
て
、
公
的
に
も
活
躍
中

だ
っ
た
の
で
、
何
と
か
接
収
さ
れ

な
い
で
済
む
よ
う
、
そ
の
筋
に
陳

情
も
し
た
」（
永
野 

同
）
が
、
戦
勝

国
と
敗
戦
国
と
い
う
絶
対
的
な
関

係
の
中
に
は
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
永
野
が
述
懐
す
る
通
り
、

そ
れ
は
基
本
的
に
全
く
対
等
な
関

係
で
は
あ
り
え
ず
、
文
字
通
り
家

の
中
に
土
足
で
上
が
り
込
ん
で
く

る
こ
と
を
当
然
の
よ
う
に
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

2
．
文
化
衝
突
と
接
収
住
宅

接
収
住
宅
は
、
靴
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

住
ま
い
を
め
ぐ
る
文
化
的
ズ
レ
と
衝
突
が
起
き
た
場
で
あ
り
、

し
か
し
絶
対
的
権
力
を
背
後
に
日
本
人
の
住
ま
い
を
欧
米
人

（
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
人
）
向
け
と
す
る
た
め
に
改
造
や
改

修
が
な
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
。
近
年
、
よ
う
や
く
改
造
や
改

修
の
詳
細
が
当
時
の
図
面
資
料
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た（
大
場 

2
0
2
1
、
本
橋 

2
0
2
1
）。

残
念
な
が
ら
山
本
邸
の
接
収
時
の
図
面
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
が
、
先
の
手
記
に
永
野
は
返
還
時
の
記
憶
を
以
下
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。「
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
三
鷹
の
家

が
昭
和
二
十
六
年
の
暮
に
返
還
に
な
っ
た
。
う
れ
し
い
こ
と

だ
っ
た
が
、
あ
ち
こ
ち
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
た
り
、
か
な
り
手
を

入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
父
は
も
う
そ
こ
に
住
む
気
に
な
れ

な
か
っ
た
。」（
永
野 

同
）
山
本
邸
の
ど
こ
に
ペ
ン
キ
が
塗
ら

れ
、
手
を
入
れ
ら
れ
た
の
か
。
他
の
事
例
と
の
比
較
か
ら
そ
の

状
況
を
類
推
し
て
み
た
い
。

○
ペ
ン
キ
塗
布

筆
者
ら
が
田
園
調
布
で
行
な
っ
た
調
査（
三
浦
・
片
山
・

佐
藤 

1
9
9
7
）
で
は
、
漆
喰
塗
り
の
壁
が
い
ず
れ
も
ペ
ン

キ
で
塗
布
さ
れ
て
い
た
。
大
場
ら
が
紹
介
し
て
い
る
京
都
の

事
例
で
も
同
様
で
、
さ
ら
に
天
井
に
も
ペ
ン
キ
塗
布
さ
れ
る

こ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の

壁
に
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
手
を
入
れ
る

①‌

床

：‌

畳
敷
き
な
ど
の
床
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り
や
リ
ノ

リ
ウ
ム
張
り
に
変
え
る
こ
と
は
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
山
本

邸
の
２
階
の
和
室
な
ど
は
変
更
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
一
方
、
京
都
の
事
例
で
は
畳
の
部
屋
を
土
足
で
利
用
し

て
い
る
写
真（
写
真
１
）
も
あ
る
。
田
園
調
布
の
事
例
で
も
返

還
時
に
畳
に
多
数
の
擦
り
傷
が
あ
っ
た
例
も
あ
り
、
張
り
替

え
ず
に
土
足
で
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

②
間
取
り

：

押
入
れ
部
分
や
便
所
な
ど
を
中
心
に
間
取
り

を
変
更
し
て
、
特
に
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
室
や
便
所
を
増
設
す

昭和41年、東京都生まれ。
専門は都市史、写真アーカイブ。著書『米軍が見た東京
1945秋』（2015年 洋泉社）、論文「米国における占領期
日本の写真資料をどう捉えるのか：現状・全体像・日本
への還元における課題」（2021年『カレント・アウェア
ネス』No.347）、「接収住宅としての山本有三邸」（2009
年『解説　山本有三記念館』）などがある。
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藤　洋
よう

一
いち

接
収
住
宅
を
ど
う
捉
え
る
か

佐
藤　

洋
一（
早
稲
田
大
学　

教
授
）

（写真2）

（写真1）


